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第9章　教育支援事業

9.1　教育情報システムの管理・運用

(1)教育用PCの運用

教育用PCの運用を行いました。運用状況については,参考資料1 (平成19年度教育用

計算機システム利用状況報告),参考資料2 (平成19年度プリンタ出力状況報告),参考

資料3 (パスワード再発行機の設置場所毎の処理状況)を参照ください。

(2)新入生向け支援

(ア)利用の手引きの発行と配布

(イ)オリエンテーション用ビデオの作成と提供

(3)利用者支援

(ア)六本松地区における利用者支援

旧六本松情報教育システムとの一本化に伴い,高等教育開発推進センターと連携した

利用者支援を実施しています。 (附属図書館六本松分館内と134番教室)

(イ)プログラム相談員の配置

六本松地区,情報基盤研究開発センター,農学部分室の午後にプログラム相談員を教

室に常駐させ,利用者に対する支援を実施しています。

(ウ)教員向け教育用システム講習会を開催しました(9月, 3月)。

(4)教育用計算機システム調達準備

PCの管理方法の主なものについて最新の技術調査(業者によるデモや展示会-の参加)

を行い,買い取りPCのリース化を視野に入れて,資料招請の準備に着手しました。

整備

購入して整備されているPCの整備状況を調査し,今後の整備計画を策定しています。

9.2　情報通信技術(】CT)を利用した教育支援

学習システム

(ア)全学生を登録し,授業用コースならびに自習用コースを提供しています。

(イ)新バージョン　　　　　　　の導入・移行作業を実施しました。

(ウ)全教職員　　　　　所持者)を　　　　　　に登録し,情報漏洩対策マニュアル,情

報倫理,コンピュータ入門等のコースを提供しました。

(ェ)平成19年度利用状況は参考資料　　　　　利用状況)を参照ください。

実利用コース数　603　実利用学生数　　　　名(学部　　　名、学府524名)

(平成20年3月末現在)
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第9章　教育支援事業

(オ　　　　の講習会を実施(6月、 9月、 2月)延べ6回、約135名

(カ)利用促進策は検討中です。

(2)英語学習システム

・英語教育用のシステム用のサーバ管理

※学生全員を登録済み,教職員は申請制

※運用は言語文化研究院

・新サーバの導入作業(仕様策定、技術審査)を行いました。

・新サーバに教職員　　　　　所持者)全員を登録しました。

詳細は参考資料5を参照のこと)

・日本OCWコンソーシアムとの協調活動については,総会,幹事会,交流会などに出席

し,情報交換・共有を行っています。

・教員が教材を準備する際の支援体制の検討と構築

・教材提供を増やすための方法を策定中

9.3　遠隔教育・会議システムの利用支援

(1)現状調査を実施し,実情を把握しました。

(2)ディレクトリを整備し,遠隔会議システムを登録することで,相互利用の促進を可能に

しました。これと連動して多地点接続装置の暫定サービスを開始しました。

〟　　　　　　　　　　　　/VC/

(3)遠隔講義実施に関する技術的支援・助言・協力(大学院共通教育科目,カルブオルニア

オフィスとの遠隔講義を支援)

(4)利用環境整備と将来計画の策定として,遠隔講義システムのプロジェクトを立ち上げ,

予算獲得に向けて活動を行っています。
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第9章　教育支援事業

参考資料2　プリンタ出力状況

教育用計算機システムの学生用プリンタの出力枚数については,平成17年12月に開催された

第9回九州大学情報基盤センター学内共同利用運営委員会の議を経て,半期毎に250枚までの制

限とすることになりました。

1.月毎分室別のプリンタ出力状況
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遠隔教育・会議システムの利用支援

2.学部学府毎の出力枚数(平成19年4月～平成20年3月)

計

エ早熟工学J狩

桂ヨ斉撃1秒一逢済撃さ行

医学恕毘撃系学府

理学缶甥学府

法学缶3去学j狩

農学部

文学跡人文科学府

教育学部

歯学缶歯学府

芸事持工学缶芸1軒工学府

法琵学府

薬学缶粛学府

生物梁瀬環境科学府

敢】盈学府

人間環境学府

21世紀プログラム

比較社会文化学l打

システム輔捜料学府

システム生命科学府

政食理工学府

留学生センター

医学郎操健学村
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第9章　教育支援事業

参考資料3　窓口におけるパスワード再初期化の対応件数

教育用システムでは,初期パスワードについてはセキュリティ上の問題があるため必ず利用者

自身で変更するようにしていただいています。このため,前期および後期開始後1ケ月過ぎても

変更していない利用者に対してはパスワードを無効にする処置をしています。これによりパスワ

ードが無効になった利用者については,箱崎の情報基盤研究開発センター教育システム受付窓口

および六本松の附属図書館内の情報基盤研究開発センター分室窓口にて,パスワードの再初期化

の処理を受け付けています。

下記は,この対応件数を月毎にまとめたものです。

パスワード再初期化の対応件数

月

パスワード再発行機の設置場所毎の処理状況(平成19年4月～平成20年3月)
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遠隔教育・会議システムの利用支援

参考資料　　　　学習システム　　　利用状況

1.アクティブコース数の推移

※アクティブコース:当該年度に学生が利用したコース数

2.利用学生(学部)数の推移

-121 -



第9章　教育支援事業

参考資料5　オープンコースウェア利用状況

九州大学オープンコースウェア　　　　　　　　　　ー　　　　　サイトにて,サイト管理運営

とコンテンツ作成支援を行っており,平成18年4月19日のサイト公開以来, 36コース(平成20

年5月25日現在)が開設されています。サイトのアクセス状況は以下のとおりです。

※　件数:同一IPアドレスからの30分以内のアクセスは1件とする。
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